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周
囲
を
海
に
囲
ま
れ
て
い
る
た
め
、町
民
は
フ
ェ
リ
ー
（
定
期
船
）
の

運
航
時
間
に
依
存
し
た
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。
大
崎
上
島
と
本
土
を

結
ぶ
フ
ェ
リ
ー
の
運
航
は
、
始
発
便
が
午
前
六
時
台
、
最
終
便
は
午
後

九
時
台
と
な
っ
て
お
り
、
暮
ら
し
は
も
ち
ろ
ん
ビ
ジ
ネ
ス
や
観
光
な
ど

の
あ
ら
ゆ
る
シ
ー
ン
に
お
い
て
時
間
の
制
約
が
常
態
化
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
フ
ェ
リ
ー
の
運
航
時
間
の
早
朝
・
夜
間
へ
の
拡
大
は
、
航
路

事
業
者
に
と
っ
て
乗
船
員
な
ど
の
人
材
確
保
の
問
題
や
、
人
件
費
増
大

に
伴
う
収
益
減
少
が
生
じ
る
た
め
、
実
施
が
難
し
い
状
況
で
す
。
も
し

現
在
、
フ
ェ
リ
ー
が
運
航
し
て
い
な
い
早
朝
・
夜
間
の
時
間
帯
に
本
土

と
の
往
来
が
可
能
と
な
れ
ば
、例
え
ば
「
無
理
の
な
い
行
程
で
の
出
張
」

「
本
土
に
あ
る
総
合
病
院
で
の
午
前
中
の
早
い
時
間
帯
の
受
診
」「
広
島

市
内
で
の
日
帰
り
の
ナ
イ
タ
ー
観
戦
や
コ
ン
サ
ー
ト
鑑
賞
」
な
ど
、
多

く
の
場
面
に
お
い
て
町
民
の
選
択
肢
が
広
が
り
、
よ
り
豊
か
な
生
活
に

つ
な
が
る
は
ず
で
す
。
こ
れ
は
、
住
み
や
す
い
町
と
し
て
の
魅
力
向
上

や
人
口
減
少
対
策
に
も
資
す
る
も
の
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

本
町
が
目
指
す
町
の
姿
は
、「
い
つ
で
も
気
軽
に
本
土
に
行
け
る
環

 

航
路
に
依
存
し
た
町
民
生
活

大
崎
上
島
町
は
、
瀬
戸
内
海
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
芸
予
諸
島
の

中
に
あ
る
大
崎
上
島
を
中
心
と
し
た
複
数
の
島
々
か
ら
な
る
全
域
離
島

の
自
治
体
で
す
。
本
土
か
ら
フ
ェ
リ
ー
で
約
三
〇
分
の
離
島
で
あ
り
な

が
ら
、
東
京
か
ら
飛
行
機
と
フ
ェ
リ
ー
の
利
用
に
よ
り
最
短
二
時
間
三

〇
分
と
、
比
較
的
ア
ク
セ
ス
が
良
好
で
す
。
瀬
戸
内
海
特
有
の
温
暖
少

雨
な
気
候
に
恵
ま
れ
、
柑
橘
農
業
が
盛
ん
で
あ
る
と
と
も
に
、
古
く
か

ら
造
船
業
で
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

全
国
的
に
人
口
減
少
が
進
行
す
る
中
、
本
町
に
お
い
て
も
同
様
に
減

少
傾
向
が
続
い
て
い
ま
す
。
現
在
、
人
口
は
約
六
八
〇
〇
人
、
高
齢
化

率
は
約
四
六
パ
ー
セ
ン
ト
と
、二
人
に
一
人
が
六
五
歳
以
上
で
あ
り
、広

島
県
内
に
お
い
て
も
極
め
て
高
い
水
準
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
直

近
に
公
表
さ
れ
た
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
の
「
日
本
の
地

域
別
将
来
推
計
人
口
」
に
よ
る
と
、
二
〇
年
後
の
二
〇
四
五
年
の
本
町

の
人
口
は
、
四
二
四
八
人
に
ま
で
減
少
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

自
動
運
航
船
に
よ
る

「
移
動
制
約
の
無
い
生
活
」の
実
現
に
向
け
て

広
島
県
大
崎
上
島
町
企
画
課
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境
」
の
構
築
で
す
。

 

自
動
航
行
シ
ス
テ
ム
の
実
証
実
験

自
動
航
行
シ
ス
テ
ム
の
開
発
事
業
者
で
あ
る
株
式
会
社
エ
イ
ト
ノ
ッ

ト
（
以
下
、
エ
イ
ト
ノ
ッ
ト
）
と
の
つ
な
が
り
は
、「
大
崎
上
島
町
で
物
流

の
自
動
航
行
の
実
証
を
希
望
し
て
い
る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
が
あ

る
」
と
の
、
広
島
県
か
ら
の
紹
介
で
す
。
エ
イ
ト
ノ
ッ
ト
は
、
令
和
三

年
度
に
県
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
事
業
「
ひ
ろ
し
ま
サ
ン
ド
ボ
ッ
ク

ス
」
の
最
終
企
業
三
〇
社
に
採
択
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

同
年
、
大
崎
上
島
の
二
次
離
島
で
あ
る
生い

く

野の

島し
ま

に
お
い
て
、
オ
ン
デ

マ
ン
ド
型
の
日
用
品
配
送
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
実
証
実
験
が
行
な
わ

れ
る
こ
と
と
な
り
、
住
民
の
利
便
性
向
上
と
買
い
物
弱
者
支
援
を
目
的

と
す
る
こ
の
取
り
組
み
に
、
町
と
し
て
も
全
面
的
に
協
力
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

令
和
四
、
五
年
度
は
、
離
島
に
新
技
術
を
導
入
し
、
物
流
や
交
通
な

ど
に
関
す
る
離
島
の
課
題
解
決
を
図
る
国
土
交
通
省
の
「
ス
マ
ー
ト
ア

イ
ラ
ン
ド
推
進
実
証
調
査
」
に
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
組
ん
で
応
募
し
ま

し
た
。
同
四
年
度
は
、
エ
イ
ト
ノ
ッ
ト
が
所
有
す
る
船
舶
「
エ
イ
ト
ノ

ッ
ト
Ⅰ
」
を
使
用
し
、
フ
ェ
リ
ー
運
航
の
無
い
早
朝
・
深
夜
の
時
間
帯

に
お
い
て
、
大
崎
上
島
と
本
土
を
往
来
す
る
オ
ン
デ
マ
ン
ド
型
の
水
上

タ
ク
シ
ー
の
実
証
運
航
を
実
施
し
ま
し
た
。

神峰山からの眺望。
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翌
五
年
度
に
は
、
生
活
協
同
組
合
ひ
ろ
し
ま
（
以
下
、
生
協
ひ
ろ
し
ま
）

の
、大
崎
上
島
へ
の
既
存
の
商
品
宅
配
サ
ー
ビ
ス
と
連
携
し
て
、「
エ
イ

ト
ノ
ッ
ト
Ⅰ
」
を
使
用
し
た
「
貨
客
混
載
サ
ー
ビ
ス
」
を
組
み
入
れ
る

ス
キ
ー
ム
を
検
討
し
、
大
崎
上
島
か
ら
生
野
島
間
で
の
実
証
運
航
を
実

施
し
ま
し
た
。

 

社
会
実
装
を
前
提
と
し
た
自
動
運
航
事
業

令
和
六
年
度
は
、
過
去
三
年
間
の
実
証
を
踏
ま
え
、
自
動
運
航
機
能

を
備
え
た
船
舶
に
よ
る
「
フ
ェ
リ
ー
運
航
時
間
外
（
夜
間
・
早
朝
）
の
旅

客
輸
送
」「
生
野
島
へ
の
商
品
宅
配
サ
ー
ビ
ス
」
お
よ
び
「
こ
れ
ら
の
効

果
検
証
・
課
題
抽
出
」
を
、
町
主
体
の
委
託
事
業
と
し
て
実
施
し
ま
し

た
。事

業
の
実
施
体
制
は
、
自
動
航
行
シ
ス
テ
ム
設
置
お
よ
び
運
用
・
管

理
を
エ
イ
ト
ノ
ッ
ト
、
運
航
主
体
を
大
崎
上
島
町
周
辺
の
海
域
に
お
い

て
航
路
事
業
を
営
む
有
限
会
社
バ
ン
カ
ー
・
サ
プ
ラ
イ
（
以
下
、
バ
ン
カ

ー・サ
プ
ラ
イ
）、
商
品
宅
配
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
生
協
ひ
ろ
し
ま
、
事
業

の
進
捗
管
理
や
広
報
を
は
じ
め
と
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

を
株
式
会
社
地
域
未
来
研
究
所
が
担
い
、
本
町
と
密
接
に
連
携
を
と
り

な
が
ら
協
議
を
重
ね
、
事
業
を
進
め
て
い
き
ま
し
た
。
な
お
、
本
事
業

に
お
け
る
試
験
運
航
の
海
上
運
送
法
の
事
業
区
分
は
、
非
旅
客
船
（
旅

客
定
員
が
一
二
人
以
下
の
船
舶
）
を
使
用
し
た
「
人
の
運
送
を
す
る
貨
物
定

自動航行システムを搭載した「スマート海上バス ゆき姫」。
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き
ま
す
。
こ
の
技
術
は
、
船
長
の
操
船
ア
シ
ス
ト
機
能
と
し
て
、
運
航

安
全
性
の
向
上
や
労
務
負
荷
軽
減
な
ど
に
も
寄
与
す
る
も
の
で
す
。

自
動
航
行
シ
ス
テ
ム
を
搭
載
し
た
船
舶
の
名
称
を
、「
ス
マ
ー
ト
海
上

バ
ス 

ゆ
き
姫
」
と
名
づ
け
、令
和
七
年
一
月
か
ら
試
験
運
航
を
開
始
し

ま
し
た
。

 

夜
間
・
早
朝
の
旅
客
輸
送
を
試
験
運
航

現
在
、
大
崎
上
島
町
か
ら
広
島
市
方
面
へ
の
移
動
は
、
フ
ェ
リ
ー
で

本
土
の
竹
原
港
（
竹
原
市
）
へ
行
き
、竹
原
港
で
高
速
バ
ス
「
か
ぐ
や
姫

自動運航型の早朝・夜間の旅客輸送の試験運航の案
内チラシ（表裏）。

期
航
路
事
業
」
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
実
証
と
の
最
大
の
違
い
は
、
本
事
業
は
社
会
実
装

0

0

0

0

を
前

提
と
し
た
自
動
運
航
に
よ
る
運
航
事
業
を
、
試
験
運
航
の
位
置
付
け
で

行
な
う
も
の
で
あ
り
、
エ
イ
ト
ノ
ッ
ト
が
開
発
し
た
自
動
航
行
シ
ス
テ

ム
「
エ
イ
ト
ノ
ッ
ト AI CAPTAIN

」
を
、
バ
ン
カ
ー
・
サ
プ
ラ
イ
の

既
存
船
舶
「
ゆ
き
ひ
め
」
に
後
づ
け
し
て
い
る
点
で
す
。
船
舶
に
搭
載

す
る
Ａ
Ｉ
が
最
適
な
ル
ー
ト
を
設
定
し
、
自
動
で
の
離
岸
着
岸
、
セ
ン

サ
ー
を
用
い
た
他
船
や
流
木
な
ど
の
障
害
物
の
検
出
、
対
象
に
応
じ
た

適
切
な
回
避
・
避
航
操
船
な
ど
を
行
な
う
こ
と
で
、
船
長
の
力
量
（
技

術
や
経
験
）
に
依
存
す
る
こ
と
な
く
、目
的
地
ま
で
安
全
に
自
動
航
行
で
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生
野
島
へ
の
商
品
宅
配
サ
ー
ビ
ス

上
記
に
併
せ
て
、
月
曜
日
の
早
朝
便
の
終
了
後
に
は
、
コ
ス
ト
な
ど

の
課
題
か
ら
宅
配
サ
ー
ビ
ス
の
対
象
外
の
地
域
と
な
っ
て
い
た
生
野
島

へ
、
生
協
ひ
ろ
し
ま
の
商
品
を
載
せ
た
宅
配
便
を
運
航
し
、
注
文
し
た

商
品
を
生
野
島
ま
で
配
送
可
能
な
環
境
を
つ
く
り
ま
し
た
。

こ
の
宅
配
便
の
運
航
実
現
に
あ
た
っ
て
、
生
協
ひ
ろ
し
ま
に
は
、
既

存
宅
配
事
業
の
配
送
行
程
を
一
部
見
直
す
な
ど
、
大
い
に
協
力
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
生
野
島
内
の
各
世
帯
へ
の
配
達
は
、
住
民
の

代
表
者
が
担
う
な
ど
、
地
元
の
方
々
が
自
ら
主
体
的
に
事
業
に
参
画
す

る
こ
と
で
、
日
用
品
な
ど
の
購
入
に
係
る
負
担
軽
減
を
図
る
な
ど
、
二

次
離
島
で
の
暮
ら
し
の
課
題
解
決
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

 

採
算
性
の
確
保
が
課
題

三
カ
月
間
の
試
験
運
航
で
は
、
夜
間
・
早
朝
便
利
用
者
へ
の
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
利
用
者
の
属
性
の
ほ
か
、「
利
用
の
目
的
」「
ど

の
よ
う
な
活
用
が
考
え
ら
れ
る
か
」「
本
格
運
航
後
の
利
用
意
向
」な
ど

を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
バ
ン
カ
ー
・
サ
プ
ラ
イ
、
生
協
ひ
ろ
し
ま
や

生
野
島
の
住
民
な
ど
に
対
し
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
で
、

効
果
・
課
題
を
整
理
し
、
今
後
の
展
開
方
針
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

号
」
に
乗
り
継
い
で
行
く
こ
と
が
一
般
的
で
す
。
広
島
市
か
ら
町
に
戻

る
場
合
の
高
速
バ
ス
の
最
終
便
は
、
二
〇
時
三
〇
分
（
広
島
バ
ス
セ
ン
タ

ー
発
）
で
す
が
、竹
原
港
へ
の
到
着
が
二
一
時
五
五
分
と
な
る
た
め
、大

崎
上
島
町
行
き
の
フ
ェ
リ
ー
最
終
便
（
二
一
時
三
〇
分
発
）
に
は
間
に
合

い
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
一
本
前
の
バ
ス
（
一
九
時
一
〇
分
発
）
に
乗
ら

ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
す
。
ま
た
、
大
崎
上
島
町
か
ら
の
フ
ェ
リ
ー
始

発
便
で
は
、高
速
バ
ス
の
始
発
便
（
六
時
七
分
竹
原
港
発
）
に
は
間
に
合
い

ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
今
回
の
試
験
運
航
で
は
、
バ
ス
の
最
終
便
か
ら
の
接
続
や
、

大
崎
上
島
町
か
ら
バ
ス
の
始
発
便
へ
の
乗
車
を
想
定
し
た
自
動
運
航
型

の
早
朝
・
夜
間
の
旅
客
輸
送
を
実
施
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
フ
ェ
リ

ー
が
運
航
し
て
い
な
い
時
間
帯
に
、大
崎
上
島
町
と
本
土
（
竹
原
市
）
を

結
ぶ
移
動
手
段
を
整
え
る
こ
と
で
、
住
民
の
利
便
性
向
上
を
期
待
し
た

も
の
で
す
。

試
験
運
航
の
期
間
は
令
和
七
年
一
月
一
三
日
か
ら
三
月
三
一
日
ま
で

の
三
カ
月
と
し
、
夜
間
便
は
需
要
が
見
込
ま
れ
る
毎
週
金
・
土
・
日
曜

日
の
フ
ェ
リ
ー
最
終
便
後
の
時
間
帯
に
、
早
朝
便
は
毎
週
月
曜
日
に
運

航
し
ま
し
た
。
な
お
、
本
格
運
航
に
近
い
形
と
す
る
た
め
、
有
償
で
は

あ
る
も
の
の
で
き
る
だ
け
多
く
の
方
に
気
軽
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
利
用
料
金
は
一
〇
〇
〇
円
に
設
定
し
、
携
帯
電
話
と
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
予
約
の
併
用
と
し
ま
し
た
。
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本
稿
執
筆
（
二
月
五
日
）
時
点
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
で
は
、「
本

格
運
航
後
に
利
用
し
た
い
」と
す
る
意
見
が
大
半
を
占
め
て
い
ま
す
。し

か
し
な
が
ら
、
単
独
事
業
が
可
能
と
な
る
ま
で
の
採
算
性
の
確
保
は
容

易
で
は
な
く
、
町
民
が
求
め
る
運
航
サ
ー
ビ
ス
を
、
自
動
運
航
シ
ス
テ

ム
を
活
用
し
て
い
か
に
実
現
す
る
か
が
課
題
で
あ
る
と
捉
え
て
い
ま
す
。

 

自
動
運
航
の
実
現
に
よ
る
町
の
魅
力
向
上
を

令
和
六
年
度
の
事
業
結
果
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
引
き
続
き
七
年
度
も

試
験
運
航
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
次
年
度
は
、
利
用
需
要
を
踏
ま
え

た
夜
間
・
早
朝
便
の
運
航
内
容
の
見
直
し
や
、
よ
り
需
要
の
あ
り
そ
う

な
夏
期
で
の
実
施
な
ど
、
町
民
に
と
っ
て
よ
り
利
便
性
の
高
い
サ
ー
ビ

ス
に
改
善
し
て
い
く
予
定
で
す
。

な
お
、
生
野
島
へ
の
商
品
宅
配
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
途
切
れ
な

く
継
続
し
た
い
と
考
え
て
お
り
、
代
替
手
段
を
含
め
た
対
応
策
を
引
き

続
き
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
将
来
的
に
は
、
商
品
宅
配
サ
ー
ビ
ス
へ
の

自
動
運
航
シ
ス
テ
ム
搭
載
船
の
活
用
に
よ
り
、
配
達
圏
外
と
な
っ
て
い

る
離
島
地
域
へ
の
拡
大
に
も
期
待
し
て
い
ま
す
。

自
動
航
行
シ
ス
テ
ム
の
活
用
に
よ
り
、
早
朝
・
夜
間
の
移
動
の
自
由

度
が
高
ま
れ
ば
、
自
然
豊
か
な
離
島
に
住
み
な
が
ら
も
、
よ
り
充
実
し

た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
実
現
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
地
理
的
条
件
が
不

利
な
離
島
地
域
に
と
っ
て
は
、
こ
う
し
た
新
た
な
技
術
の
導
入
に
積
極

的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
「
ス
マ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
の
取
り
組
み
」
が
極

め
て
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

広
島
県
内
に
は
離
島
が
一
七
一
島
あ
り
、
う
ち
三
三
島
が
有
人
島
で

す
。
生
活
航
路
に
お
い
て
、
人
口
減
少
に
よ
る
利
用
者
の
減
少
や
、
船

員
の
不
足
・
高
齢
化
に
よ
る
航
路
の
休
廃
止
が
社
会
問
題
と
な
っ
て
い

る
中
、
自
動
航
行
シ
ス
テ
ム
の
操
船
ア
シ
ス
ト
は
、
操
縦
の
実
務
経
験

が
浅
い
船
長
の
ス
キ
ル
を
補
完
し
、
操
船
ス
キ
ル
の
平
準
化
や
船
長
の

心
理
的
な
負
担
軽
減
に
寄
与
し
ま
す
。
自
動
航
行
シ
ス
テ
ム
の
水
平
展

開
は
、
離
島
航
路
の
維
持
に
と
ど
ま
ら
ず
、
離
島
の
住
民
の
方
々
の
利

便
性
を
高
め
、
地
域
活
力
の
増
進
に
も
つ
な
が
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

現
在
は
法
律
上
の
制
約
に
よ
り
無
人
航
行
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
実
施
環

境
が
整
っ
た
後
は
、
乗
船
員
削
減
に
よ
る
人
手
不
足
対
策
、
人
件
費
削

減
な
ど
の
低
コ
ス
ト
化
の
実
現
も
可
能
と
な
り
ま
す
。

海
や
山
、
星
空
を
眺
め
な
が
ら
ゆ
っ
た
り
と
し
た
リ
ズ
ム
で
生
活
で

き
る
こ
と
が
離
島
暮
ら
し
の
醍
醐
味
で
す
。
自
動
運
航
の
実
現
に
よ
り

移
動
の
制
約
を
解
消
し
、
大
崎
上
島
町
の
魅
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
で
、

Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者
な
ど
の
転
入
促
進
や
、
転
出
者
の
抑
制
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。�

■


